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　バイオディーゼル燃料の製造コストを、従来より2～3割削減できる見込みの新しい生成法が、同志
社大学、Z産業技術総合研究所、白石工業譁、 譁けいはんな、らにより共同開発された。植物性廃食
油等から生成されるバイオディーゼル燃料は、地球温暖化対策のひとつとしても注目されている。全国で
その普及に向けた活動が展開されているが、燃料生成コスト削減が大きな課題となっている。バイオディ
ーゼル燃料の一般的な生成法では、反応を促進させる触媒として強アルカリを使用するため、強アルカ
リ廃液の処理費用が必要である。新しい生成法では、塩基性固体触媒の使用によって強アルカリ廃液を
排出しないため、その処理工程等が不要になり、燃料生成コストを削減できる見込みである。なお本技
術は、今後実用性能評価が進められる予定で、1～2年後の実用化を目指している。
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　家庭や飲食店等から排出される植物油（植物性
廃食油）は、そのまま排水に流せば水質汚染の大
きな原因となるが、その廃食油を精製して粘性や
引火点を低くすることにより、ディーゼルエンジ
ンの燃料（バイオディーゼル燃料：BDF）として
有効利用することができる。また、その燃焼で発
生する二酸化炭素は、もともと大気中から光合成
によって植物に取り込まれたものであるため、化
石燃料のように新たに二酸化炭素を発生させない
ことから、バイオディーゼルの普及は、地球温暖
化対策のひとつとして注目されている。植物油か
ら生成されるバイオディーゼル燃料を軽油の代替
燃料として活用する取り組みは、日本では全国の
地方自治体を中心として展開されている。しかし、
さらなる普及を促進させるには燃料生成のコスト
削減が大きな課題である。
　バイオディーゼル燃料の一般的な生成法は、植
物油（油脂）とメタノール（アルコール）を反応（エ
ステル交換反応）させる。反応を促進させる触媒
としては、水酸化カリウムや水酸化ナトリウムと
いった強アルカリが使用されている。燃料生成過
程で発生する廃液は強アルカリとなるため、塩酸
等の強酸による中和処理が必要となり、コストの
増大を招いている。
　このような従来法に対し、製造コストを抑える
ことが期待できる新技術が、2005年 10月に同志社
大学、C産業技術総合研究所、白石工業譁、譁け
いはんな、らにより共同開発された。新規の生成
法では、植物油とメタノールを塩基性固体触媒で
ある酸化カルシウム入りの容器に注いで、１時間
程度加熱（約 60℃）することにより、バイオディ
ーゼル燃料を得ることができる。従来法と大きく
異なる点は、反応促進のための触媒として、水酸
化アルカリの代わりに塩基性固体である酸化カル
シウムを使用することにより、強アルカリ廃液を
排出しない点である。ここで使用される酸化カル
シウム触媒は、炭酸カルシウムを二酸化炭素のな
い条件下（ヘリウムガス中）で加熱（900℃、1.5 時間）
することにより、二酸化炭素の吸着・吸収を防い
で製造される。この触媒は、従来法の水酸化アル
カリ触媒とほぼ同等の性能があることが確認され
ている。
　新技術を用いたバイオディーゼル燃料の製造コ
ストは、従来法で必要な強アルカリの廃液処理工
程等が不要になるため、２～３割の削減が可能と
なる見込みである。なお、本技術は１～２年後の
実用化に向けて、触媒の劣化挙動や耐久性等の実
用性能評価が進められる予定である。
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